
新
書
紹
介

担
す
べ
き
で
あ
る
（
和
田
氏
）
、
住
居

法
を
制
定
す
べ
き
で
あ
り
、
内
容
と

し
て
は
、
「
人
権
」
と
し
て
の
「
居

住
権
」
、
「
公
共
財
」
と
し
て
の
住
宅

の
確
認
、
民
主
主
義
的
な
制
度
の
確

立
（
下
山
氏
）
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　
私
は
、
宅
地
政
策
（
水
本
氏
）
と

欧
米
諸
国
の
住
宅
政
策
の
特
質
（
横

田
氏
）
に
特
に
興
味
を
持
っ
た
。

　
住
宅
政
策
と
は
い
っ
て
も
、
横
浜

あ
た
り
で
は
、
都
市
問
題
、
行
政
問

題
も
含
め
て
土
地
の
問
題
に
帰
着
す

る
し
、
個
人
と
し
て
も
高
嶺
の
花

（
過
去
一
年
間
で
二
〇
・
六
％
の
高

騰
）
の
せ
い
か
、
水
本
氏
の
論
理

は
、
現
実
性
も
あ
り
、
大
い
に
参
考

に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
土
地
は
所
有
で
は
な

く
利
用
（
の
利
益
）
で
あ
り
、
生
存

権
で
あ
り
、
し
か
も
公
益
的
土
地
利

用
で
ま
か
な
う
べ
き
こ
と
。
地
価
コ

ソ
ト
ロ
ー
ル
の
体
制
、
土
地
開
発
権

の
公
共
化
・
市
街
化
区
域
内
農
地
へ

の
対
応
、
借
地
方
式
住
宅
団
地
の
建

設
促
進
、
都
心
の
再
開
発
（
ロ
ン
ド

ン
・
パ
リ
ー
な
ど
で
は
都
心
部
が
集

合
住
宅
街
を
形
成
し
て
お
り
、
並
木

通
り
、
広
場
、
公
園
な
ど
が
点
在
し

て
い
て
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生

き
て
い
る
こ
と
）
、
全
国
土
の
二
％

の
三
大
都
市
圏
に
国
民
の
六
〇
％
が

集
中
居
住
し
て
お
り
分
散
す
べ
き
こ

と
、
地
代
、
家
賃
の
問
題
性
（
他
の

諸
国
で
は
、
公
的
住
宅
の
ウ
ェ
イ
ト

が
重
く
、
取
引
な
ど
に
市
場
が
形
成

さ
れ
な
い
こ
と
）
、
土
地
税
制
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

　
次
に
横
田
氏
の
欧
米
諸
国
の
住
宅

政
策
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　
特
に
参
考
に
な
る
の
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
（
つ
い
最
近
、
戦
後
に
始
め

た
住
宅
政
策
が
、
世
界
一
級
の
住
宅

に
な
っ
て
い
る
こ
と
）
、
西
ド
イ
ツ

（
二
三
〇
五
戸
の
住
宅
が
戦
災
で
住

居
不
能
で
あ
り
、
大
量
の
難
民
を
抱

え
た
が
既
に
住
宅
問
題
と
い
わ
れ
る

も
の
が
解
決
済
み
で
あ
る
）
、
ア
メ

リ
カ
（
一
世
帯
の
年
収
の
二
年
分
で

平
均
的
専
用
住
宅
が
購
入
で
き
る
）

で
あ
る
。

　
思
う
に
、
「
住
宅
」
、
「
土
地
」
の

問
題
は
、
土
地
の
歴
史
性
（
都
市
の

成
り
立
ち
も
含
め
て
）
や
法
制
度
に

根
ざ
し
て
お
り
、
根
源
的
な
解
決
は

困
難
で
あ
る
と
し
て
諦
め
が
ち
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
本
書
に
よ
れ
ば
そ
の
様

な
諦
め
は
早
計
の
よ
う
で
あ
る
。
国

な
り
自
治
体
な
り
の
政
策
や
思
想
に

よ
り
何
年
か
後
の
解
決
を
見
う
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
私
は
、
〝
住
宅

や
土
地
問
題
（
外
国
で
は
単
な
る
住

宅
問
題
）
が
日
本
の
よ
う
だ
っ
た
ら

暴
動
が
続
発
す
る
よ
〟
と
い
う
聴
き

か
じ
り
の
言
葉
を
信
じ
、
日
本
人
は

怒
り
が
足
り
な
い
と
思
っ
た
。

　
〈
都
市
科
学
研
究
室
　
小
熊
勇
〉
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私
ど
も
の
日
々
の
生
活
の
中
で
、

土
地
な
ら
び
に
住
宅
は
大
問
題
の
一

つ
（
場
合
や
人
に
よ
っ
て
は
唯
一
）

と
な
っ
て
い
る
。
自
分
自
身
も
含
め

て
、
多
く
の
人
々
が
、
住
宅
の
た
め

の
土
地
捜
し
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
負

担
等
の
た
め
感
情
的
な
い
ら
だ
ち
等

と
な
り
大
多
数
の
人
々
に
と
っ
て
怒

り
や
諦
め
と
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。

　
市
の
業
務
で
携
わ
っ
て
い
た
経
験

や
興
味
も
含
め
て
理
解
す
れ
ば
す
る

程
不
明
に
な
っ
て
い
く
領
域
の
最
大

で
あ
り
、
且
つ
最
終
が
「
土
地
・
住

宅
問
題
」
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
は
、
住
宅
に
係

わ
る
八
人
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ

り
、
各
人
の
特
に
理
解
の
深
い
視
点

か
ら
著
述
し
て
あ
る
。

　
基
本
的
な
柱
と
し
て
は
、
「
居
住

権
思
想
」
「
民
主
主
義
」
「
基
本
的
人

権
」
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
「
居

住
法
」
を
制
定
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
日
頃
感
情
で
し
か
把
え
き
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
、
言
葉
を
用
い
た
論
理

性
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
持
家
政
策
の
営
利
本
位

性
、
国
家
の
国
民
へ
の
無
責
任
性

（
早
川
氏
）
、
国
土
利
用
計
画
の
欠

落
、
国
、
県
、
市
各
々
の
役
割
（
牛

見
氏
）
、
住
宅
管
理
政
策
の
問
題
性

（
大
本
氏
）
、
住
宅
政
策
と
財
政
、

金
融
、
租
税
政
策
、
な
ら
び
に
、
公

共
、
公
益
施
設
は
、
関
連
施
設
で
な

く
、
基
盤
的
施
設
で
あ
り
、
国
が
負

住
宅
政
策
の
提
言

下
山
瑛
二
・
水
本
　
浩

早
川
和
男
・
和
田
八
束

編
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